
今から行政書士試験に
チャレンジしよう！

２０２１年合格目標 ＴＡＣ行政書士講座 オンラインセミナー

担当講師：浜 多鶴子



Ⅰ 行政書士試験の概要

１．試験要領

受験者数・合格者数（2020年度）

試験日
11月第２週の日曜日
（ 2021年度は11月14日（日）に実施予定 ）

合格発表 翌年の１月下旬

試験科目
法令等科目 憲法，行政法，民法，商法，基礎法学

一般知識等科目 政治・経済・社会，情報通信・個人情報保護，文章理解

受験資格 特になし

受験者数 合格者数 合格率

41,681人 4,470人 10.7％



２．実施方法

（１）出題数と出題形式

（２）試験時間 ３時間（午後１時から午後４時まで）

択一式
１４問

記述式
３問

多肢選択式
３問

択一式
４０問

法令等科目
４６問

一般知識等科目
１４問

計６０問



（３）配点

法令等科目

択一式 ４０問 １問 ４点 → ４点×４０問 ＝１６０点 満点

多肢選択式 ３問 １問 ８点（２点×４） → ８点× ３問 ＝ ２４点 満点

記述式 ３問 １問 ２０点 → ２０点× ３問 ＝ ６０点 満点

計 ２４４点 満点

一般知識等科目

択一式 １４問 １問 ４点 → ４点×１４問 ＝ ５６点 満点

全体 ３００点 満点



３．合格基準

① 法令等科目（択一式・多肢選択式・記述式）で５０％以上の得点 ☞ １２２点以上

② 一般知識等科目で４０％以上の得点 ☞ ２４点以上

③ 全体で６０％以上の得点 ☞ １８０点以上



Ⅱ 試験分析と学習法 2020年の出題科目・出題数

＜法令科目＞
１．法令等択一式

科 目 出 題 目標点

基礎法学 ２問 １～２問

憲法 ５問 ３問

行政法

行政法の一般的な法理論 ３問

１４～１６問

行政手続法 ３問

行政不服審査法 ３問

行政事件訴訟法 ３問

国家賠償法・損失補償 ２問

地方自治法 ３問

総合 ２問

計１９問

民法 ９問 ３～４問

商法

会社法 ４問

３～４問商法 １問

計５問



２．法令等多肢選択式

◆対策・・・重要基本概念を理解した上で，暗記する。

3．法令等記述式（４０字記述）

◆対策・・・重要基本概念をもとに，典型例について記述する力をつける。

条文・判例を中心に，キーワード，キーセンテンスを暗記する。

科 目 出 題 目標点

憲法 人権 選挙権と労働組合の統制権 １問

１６～２０点
（８肢～１０肢）行政法

行政手続法（行政指導） １問

国家賠償法（地方議会の議員の処分等） １問

計２問

科 目 出 題 目標点

行政法 （行政事件訴訟法 無効確認訴訟） １問

３２～４０点
民法

（総則 意思表示・詐欺） １問

（物権 不動産物権変動） １問

計２問



＜一般知識＞

◆対策・・・新聞・ニュースをみて，時事用語辞典でチェック

◆対策・・・まず、個人情報の保護に関する法律と行政機関の有する個人情報の

保護に関する法律の基本となるポイントについて，おさえる

科 目 出 題 目標点

政治・経済・社会 ７問 ４～５問

科 目 出 題 目標点

情報通信・個人情報保護 ４問 ３問

科 目 出 題 目標点

文章理解 ３問 ３問



Ⅲ 学習方法

憲法

基礎法学
民法 行政法 商法

目標点を設定して，取り組む

＜学習の順序＞



学習方法

⚫人権：判例を理解する

⚫統治：条文の把握憲法

⚫始めから記述式を意識する 問題演習が重要民法

⚫法律用語についての正確な知識（一般的な法理論）

⚫条文の把握（救済法）行政法

⚫ポイントだけをしっかり勉強する商法

１）法令等科目



学習方法

得点源にする情報通信・個人情報保護

２）一般知識等科目

自分の得意・不得意を把握する
↓

対策をたてる

過去問でチェック



チャレンジ本科生
「夏の早割キャンペーン」 実施中！ ネット申込は

コチラ！


